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研究成果の概要（和文）：本研究では、1950年代のアジア各地域(沖縄、朝鮮半島、中国、台湾、ミャンマー)の
女性たちの経験に焦点を当て、沖縄系移民、沖縄、朝鮮半島、中国東北部、中国・ミャンマー間の宗教者など、
国境を越える移動を伴った生活史・実態について、個人史、インタビューなどから部分的に明らかにした。女性
たちの経験、記憶、認識について記録し分析・考察することによって、女性たちが生きてきた地域の戦後と冷戦
が、彼女らの生活をどのように規定し、その中でどのように主体的に生きようとしたのか、また、冷戦と「分
断」状況における各地域の政治・経済・社会の関係について、女性の視点から地域横断的に議論し、ジェンダー
の役割を考察した。 

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the experiences of women in various parts of Asia 
(Okinawa, the Korean Peninsula, China, Taiwan, and Myanmar) in the 1950s. Based on personal 
histories and interviews, the study partially clarified the life histories and actual conditions 
that accompanied transnational migration, including immigrants from Okinawa, the Korean Peninsula, 
Northeast China, and religious people between China and Myanmar. By documenting, analyzing, and 
discussing the experiences, memories, and perceptions of the women, we examined how the postwar 
period and the Cold War defined their lives in the regions where they lived and how they tried to 
live proactively within those conditions. Also we discuss the political, economic, and social 
relations of each region in the Cold War and “divided” situations and how the role of gender 
worked  from women's perspectives across the region. 

研究分野：国際関係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、国際関係の変動とともにその時代を生きた女性たち個人の経験に注目した。従来の冷戦研究は、その
中に生きる個人の視点および地域横断的な連動性の視点が十分ではなかった。本研究は、冷戦に規定されたアジ
アの国際関係と女性たちの経験を参照し、国家だけではない地域・アクターの役割を明らかにした。移動を伴っ
て生活する女性たちの経験を明らかにすることによって、ジェンダーの視点から冷戦の形成と人々の生活との関
係を検討した。
また、それぞれの課題を合わせて総合的に当該時期のアジア国際関係の有機的変化を議論することができた。聞
き取り、インタビューなどオーラルヒストリーと文献資料等を参照し、新しい知見を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

 本研究に参加するメンバーは、津田塾大学国際関係研究所の関連研究会である近現代東アジ

ア研究会および沖縄関係学研究会で、「国際関係と地域」に関する問題意識を共有し、定期的

に研究会を行なってきた。冷戦期におけるアジアの状況を考察する上で、女性たちの移動を伴

う経験を共有する視点とし、ジェンダーの視点から政治・経済・社会・文化と地域の関係を検

討することを目指して、共同研究を企画した。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目標は、冷戦期のアジア各地域(沖縄、朝鮮半島、中国、台湾、ミャンマー)の女性た

ちの経験に焦点を当て、沖縄系移民、沖縄内外の移動、在日朝鮮人、中国東北部の女性たちと

文化、中国・ミャンマー間の越境者など、国境を越える移動を伴った生活史・実態について、

個人史、インタビューなどを通じて明らかにすることである。女性たちの経験、記憶、そこか

ら培われた認識について記録し、分析・考察することによって、彼女たちが生きてきた地域の

戦後と冷戦が、女性たちの生活をどのように規定し、その中でどのように主体的に生きようと

したのかを解明することを試みた。同時に、冷戦と「分断」状況における各地域の政治・経

済・社会の関係について、女性の視点から地域横断的に考察・議論し、転換期にジェンダーの

果たした役割を検討した。  

 

３．研究の方法 

 

研究代表者・朴正鎮は、国際政治の視点より、本研究を総括すると同時に、冷戦初期における

アジアの国際関係・国際政治について理論的考察を行った。研究分担者・小島敬裕は、中国か

らミャンマーを経由し、台湾に移動した女性の生活に関する事例研究を行い、冷戦初期の国際

関係と地域変容について考察した。研究分担者・坂元ひろ子は、アジア、特に中国東北部の女

性の移動とその文化について実証研究を行い、冷戦初期の国際関係と女性たちの文化実践につ

いて考察した（2024 年 1 月まで）。研究分担者・三澤健宏は、特にアジアから中南米、また中

南米地域内での女性の移動について実証研究を行い、冷戦初期の国際関係および人口変動の要

因について考察し、周辺化された地域における女性の移動について比較しつつ全体の関係性を

検討する機会を提供した。研究分担者・村上尚子は、朝鮮半島、特に済州島から日本への女性

の移動について実証研究を行い、冷戦初期の国際関係について考察した（2021 年 6 月まで）。

研究分担者・金美恵は、アジア、特に朝鮮半島から日本・沖縄への女性の移動について実証研

究を行い、冷戦初期の国際関係と朝鮮半島の「分断」について考察した。研究分担者・山下靖

子は、冷戦初期の国際関係や日本と沖縄の歴史的関係に注目して、アメリカ施政権下におかれ

た沖縄からハワイ・米本土への女性の移動について実証研究を行った。とりわけ「戦争花嫁」



と呼ばれた女性たちに注目し考察した。研究分担者・水谷明子は、第二次世界大戦前後のアジ

ア、特に沖縄・八重山諸島の女性の移動について実証研究を行い、冷戦初期の国際関係と東ア

ジアにおける戦争体験、ジェンダー関係と近代性について考察した。 

 定期的に研究会を行い、各自の調査と研究に基づく報告、および冷戦初期のこの地域における

具体的な女性の移動を伴う経験についての研究者・体験者による講演など、研究活動を行なっ

た。 

 

 

４．研究成果 

 

本研究では、国際関係の変動とともにその時代を生きた女性たち個人の経験に注目した。特に、

これまで冷戦研究や国際関係学の中で十分には議論されてこなかった、1950 年代のアジア各地

域（沖縄、朝鮮半島、中国、台湾、ミャンマー、中米）の女性たちの経験に焦点を当てた。特に、

国境を越える移動を伴った生活史・実態について、先行研究の整理、個人史、インタビュー、統

計資料などから、移動を伴って生活する女性たちの経験を明らかにすることによって、ジェンダ

ーの視点からの冷戦の形成と人々の生活との関係を検討した。その過程で明らかになったこと

は、3点にまとめられる。 

(1)そもそもこうした女性の移動を伴う事象に関しては事例研究が少なく、実態が明らかにな

っていないこと。すなわち、具体的には、「帰国事業」と女性、沖縄への「逆戦争花嫁」、在沖縄

「従軍慰安婦」と在沖縄朝鮮人女性の経験、中国・ミャンマー・台湾間の移動と女性、「満州」

体験と女性の表現、統計・政策から見られる中米における女性の移動、八重山・奄美など離島に

おける女性の移動と経験と戦後史との関係、などについて、部分的にではあるが、女性たちの経

験の実態と移動の背景を明らかにし、冷戦史と繋がる議論の幅を広げることができた。 

(2)女性たちの経験、記憶、認識について記録し分析・考察することは、それぞれの地域におけ

る冷戦と「分断」状況での各地域の政治・経済・社会の関係について、女性の視点・立場から考

察することである。本研究ではこの課題について地域横断的に議論し、転換期における女性たち

の移動を伴う経験が広範囲でアジアの近代家父長制に基づくジェンダー関係の変化に影響を受

けていることを確認した。さらに、女性たち自身の認識・移動の多様化、複雑化する細部にまで

冷戦の影響が入り込む実態、その中で個人の動きや地域における繋がりが認識・移動の新しい変

化を生じさせていることを明示できた。限られた事例研究に関してではあるが、女性たちが生き

てきた地域の戦後と冷戦が、彼女らの生活をどのような影響を与え、その中で女性たちはどのよ

うに主体的に生きようとしたのか、という主体性のあり方にも着目し、それぞれの地域の課題を

合わせて総合的に議論することによって、当該時期のアジア国際関係が個人の生活史と関わり

ながら有機的に変化することを確認した。 

(3)この時期の国際関係学と地域研究が交差する方法論的可能性を議論することができた。聞

き取り、インタビューなどオーラルヒストリーと文献資料・人口統計等を参照し、地域横断的・

学際的に議論することによって、生活史の証言と実態を関連づけ、国境を超えた地域間の関係を

考えながらそれぞれの地域の冷戦という状況について考察することができた。今後も国際関係

学における学際的な共同研究の意義をさまざまなテーマから確認していく必要があるだろう。 

以上より、本研究では、アジアにおける冷戦の影響について、「女性の移動」という視点から再

考し、マージナルな位置から冷戦について考える認識を培ってきた。しかし、残念なことに、研

究過程で研究組織の変化もあり、当初計画した通りに、研究が進行したとは言えない。その点を



踏まえながら、今後、(1)〜(3)の現在の成果を念頭に、広範囲にわたる学問的・社会的課題に答

えるような、議論の場を更に作っていくこと目指して研究を継続する。今後も研究会を継続し、

最終的には各調査に基づく論考および総括を論文集にまとめる予定である。 
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